『坊っちゃん』小考 : 坊っちゃんの性格と清の役割を中心に by 李, 淑暎
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ろ 7声のこ℃¥I ；月＼＼イ也 iニ主
(5) 
支で’ t:J: ' ¥.＼ぢぽん切 G く f青のこピ甘忠守ている。靖マ今や心！こ芯ヲて
5向 I~ ， 長ん fJ る下サ t・’ f手包 U こ Y を 6~ ら台、 l":. l て いる． ti:.＇、 E t えマく
れる信仰 l二紅、、感情の対象て’ぷ ＇） ，崎るべき小るさ之の章、＂t t 符ヲ τ
l）右 6) 1・’採る。持？青いんの粍々~I；！＇.まt.-t .，／＇（.てい fJ いし，読者 1；！＇岳方フち
¥" .（ン q 委を想像する It 持を Ji- 乙ちオt てい弘、、• Iのそれ l;J 精神的 r~ 恋人 E
¥, t 清合f持ヲセ十んのば司深い町 tご置か .fl 1 いるか巧で t;! f岳い T”ぶろ
う台、。
坊勺匂干んかは火人に tJ / . 代三え IJ・家経 f 時つ句ら 11", ヰこ l: ／吉町
い告鳴斤 I~ 匂いて＝訴ちう。 下サビ L l "' j書 l寺川五台、老 t~ >ti ra-l l v.＂ ，ぞ
~ ＼~ ~'l, J:f; ヲ肯ゃんの精神的右支え， 手も梓ワ E愛情l却イ争 f 共有す号看ピ L
T の靖 r:J 存在する亡ピか” γt (J い。 足の健闘 If 宕令官v rJ 長ずをのて”まる
r 巧う力、ちて’ぷる。 坊ヮ青 F ん司「ぢ長方寸劣やベ／」尚ね桂梓が， 3責ど
の絶枠 q ，愛情関 1f:: をつくってい伝 m 7.＂ぷ 1}, 4ラ守ゃんが・校長 L f三大
人！こはリ， 崎、ぢヤんで旬〈ナJ るからこの間伶 l手~リ立七 t.J ＜ ナι る。
ぜの忙あに米ノ(i Iま『よ与づ有ゃん」の手＋ ') t’『清司耳E を告らする引で. ,t る．
こめ清の殺によ、て， エ方ヲたでん （j .:I:ゲフ有でん？”まるこ t 1-＼？ ぷ号の
て”且 3 カ，＇＇＇ しかし宰をど l亡者引をわずポヲオ1 '1 1. ＇’｛手作い． Z レち（＿ ＂＇ご



















































































































































































































































































































































I ）愛国？軟る ' j,n 乃句ゃん d
事由 11 ヂ品 ! J/-1 
1 ） 辻 I ) ~ l.iJ L• f ヰ4
3 ) 7主 l Y ゼ l司 L” P :>-6 0 
＋〉片岡長－ T 長日非λ石め作品』 思之社 17 ,SJ" 
5-) -t及本 ヰ ぽ皇固；択る一作品の；果／香ぜヰー一
1 '17 f 6tl-
b J ）~ I ) Y. （司じ y ム？？
ク ） ；ま I ) 't. ［司じ’ f ;.,j I 
If ) ~主 I ) 'l l司じ f .:>.-> 7 .,? .>J' 
r > ；主 l ) "i l司 L’ f 31" ヂ～ y ょtr
/0 ） 乎 Iii 畝久 IT )iとる序説』 考奇考后
I ) Z乞 1 > ピ l司じ・ f ;:,f 之 _, f JI 3 
!<-） 村ょ嘉隆 r 淑る久学め人間後』
θ ) 子主 I J 'l l司 [,' f ム7 〆 _, f .J..＇／~ 
「『 j本石企集』
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